
1 

 

西村証券 企業調査情報                2026/06/29 

［金融商品取引業者 近畿財務局長（金商）第26号：加入協会…日本証券業協会］ 

ニチコン（コード 6996） 
◆通期業績推移(連結)（27.3 予は会社側発表値） 

決算期 売上高 営業利益 1株純利益 1株配 営業CF 投資CF 財務CF 現金及び現金同等物 

24.3 181,643 8,904 120.6 33.0 16,321 ▲12,734 ▲571 29,387 

25.3 175,751 5,203 86.0 35.0 18,346 ▲8,361 ▲14,319 25,519 

26.3 169,724 6,456 94.0 37.0 8,163 ▲6,556 ▲3,844 24,441 

27.3予 185,000 8,700 99.8 39.0 － － － － 

◆各決算期の中間期業績推移(連結) （27.3予は会社側非開示のため表記しない） 

決算期 売上高 営業利益 1株純利益 1株配 営業CF 投資CF 財務CF 現金及び現金同等物 

24.3 92,555 5,689 88.5 16.0 10,617 ▲8,583 1,612 29,964 

25.3 84,507 1,757 59.4 17.0 7,889 ▲5,404 ▲3,782 28,473 

26.3 80,732 1,541 24.1 18.0 5,089 ▲3,854 ▲1,182 25,611 

（CF＝ｷｬｯｼｭ･ﾌﾛｰ。現金及び現金同等物は各期末値。▲はマイナス。単位は百万円、円） 

26/3 期は減収ながらコンデンサ事業の伸びで増益、27/3 期は増収増益へ 

26 年 3 月期は、アルミ電解コンデンサなど

のコンデンサ事業が増収増益となった一方、蓄

電や電源などの NECST 事業が減収減益とな

り、売上高が前年比 3.4％減、営業利益は 24.1％

増となった。 

利益面では、NECST 事業での減産損（19 億

300 万円）、コストアップ（21 億 2,200 万円）

などのマイナス要因を、コストダウン（38 億

6,600 万円）、コンデンサ増産益（11 億 7,300 万

円）などのプラス要因が上回り、3 期ぶりに営

業利益が増加に転じている。 

キャッシュ・フロー（以下、CF）において、

現金及び現金同等物の当期末残高は 244 億

4,100 万円（前年比 4.2％減）となった。営業活

動 CF は税金等調整前当期純利益 72 億 100 万

円（14.9％減）、減価償却費 80 億 7,700 万円

（4.6％減）、仕入債務の減少額 59 億 7,600 万円

（176.7％増）などから 81 億 6,300 万円の収入

（55.5％減）となった。投資活動 CF は有形固

定資産の取得による支出 70 億 9,900 万円

（33.3％減）などから 65 億 5,600 万円の支出

（21.6％減）に。財務活動 CF は長短借入金の

借入れ及び返済による差引支出 8 億円（前年は

長短借入金の返済による支出 98 億円）などから

38 億 4,400 万円の支出（73.2％減）となった。 

26/3 期は減収もコンデンサの好調で増益に 

 

CF で当期末の現金及び同等物残高は減少 
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西村証券 企業調査速報 

本レポートは、会社側が発表した決算短信や決算説明資料などに基づき作成しており、証券投資の

参考となる情報の提供を目的としたもので、証券の売買を勧誘する目的で作成したものではありま

せん。株式の売買取引には、約定代金に対して手数料が必要となります。また、株式は、株価の変

動により損失が生じる恐れがあります。投資に関する最終決定は、投資家ご自身の判断でなさいま

すようお願い致します。本レポートは各種データに基づいて作成していますが、その正確性・完全

性を全面的に保証するものではありませんので、予めご了承下さい。なお、本レポートの著作権は

西村証券に帰属しており、電子的・機械的などの方法を問わず、無断で本レポートを引用または複

製、転送することを禁じます。 

 

事業別では、コンデンサ事業が売上高 1,027億

4,800 万円（3.6％増）、営業利益 45 億 9,800 万

円（196.3％増）と好調に推移した一方、NECST

事業は売上高 669 億 7,600 万円（12.5％減）、営

業利益 18 億 6,000 万円（49.0％減）となった。 

コンデンサ事業では、アルミ電解コンデンサ

が生成AIサーバーやデータセンター向けの好調

などで 820 億 3,200 万円（3.4％増）に拡大。フ

ィルムコンデンサも下半期からの xEV 向けの回

復を受けて 207 億 1,500 万円（4.5％増）に伸長

した。NECST 事業では、蓄電が 324 億 1,900 万

円（8.9％減）、電源が 217 億 700 万円（17.4％

減）となるなど軟調に推移。蓄電においては、家

庭用蓄電システムの新製品を下半期に発売した

ものの、投入時期の遅れにより売上が減少。電源

では、スイッチング電源で主力のドキュメント

市場向けの停滞に加え、好調だった遊戯機器用

の調整局面の影響で売上が減少した。 

27 年 3 月期は、売上高が前年比 9.0％増で 4

期ぶりの増収、営業利益が 34.8％増で 2 期連続

の増益となる見通し。 

セグメント別の売上高予想は、コンデンサ事

業が 1,120 億円（前年比 9.0％増）、NECST 事

業が 730 億円（9.0％増）。コンデンサ事業の内

訳では、アルミ電解コンデンサが 880 億円

（7.3％増）、フィルムコンデンサが 240 億円

（15.9％増）と好調に推移しそう。NECST 事業

の内訳では、蓄電が 390 億円（20.3％増）に伸

びる一方、電源が 187 億円（13.9％減）と前年

に続いて減収の見込み。アルミ電解コンデンサ

では生成 AI サーバー電源向けの増収、フィルム

コンデンサでは xEV 向けの増収、蓄電では家庭

用蓄電システムなどの増収が見込まれている。 

AI、データセンター向けなどアルミ電解コンデンサが好調 

27/3 期はコンデンサと蓄電の伸びで増収増益へ 
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